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業務範囲分担表 

１ 業務範囲のイメージ図 

本事業における業務範囲のイメージ図は次に示すとおりである。 

【収集車両】

缶・ペットボトル

びん

その他不燃ごみ

粗大ごみ

可燃ごみ

【直接搬入車両】

缶・ペットボトル

びん

その他不燃ごみ

粗大ごみ

可燃ごみ

その他プラ

資源（紙資源等）

計
量
機
（
破
砕
選
別
施
設
側
）

計
量
棟
（
焼
却
施
設
側
）※

シ
ス
テ
ム
変
更
、
改
造
は
業
務
範
囲

【焼却施設】

工場棟
（破砕選別処理）

工場棟
（啓発施設）

【破砕選別施設】

可燃残渣

［積込・運搬は
業務範囲］

再生利用
製品

可燃ごみ

［車両誘導は
業務範囲］

缶・ペットボトル
びん
その他不燃ごみ
粗大ごみ

その他プラ
資源（紙資源等）

［引取日の調整、
積込補助は業務

範囲］

資源化業者

資源化業者

資源物

［引取日の調
整、積込補助
は業務範囲］

事業者の主な業務範囲

収集運搬
受入
管理

施設保全、運転管理、維持管理、環境管理、啓発施設
運営、見学者対応（焼却施設含む）、情報管理

資源化、処理
、処分積込、運搬

最終処分場

不燃残渣

［引取日の調
整、積込補助
は業務範囲］

可燃ごみ

［積込・運搬は
業務範囲］

本事業で整備する施設

直接搬入車両受入棟

［業務範囲内の車両誘導（渋滞時の車両誘導含む）は全て業務範囲］

啓発施設
利用者

利用者

［車両誘導は
業務範囲］

再生利用
製品

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※車両誘導は業務
範囲
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２ 業務範囲分担表 

本事業における業務範囲の分担表は次に示すとおりである。 

【設計・建設業務】 

業務区分 業務内容 
市 

事業者 備考 
直営 別途委託

共通 

計画管理 

施設整備に関する計画 〇    

一般廃棄物処理基本計画 〇    

一般廃棄物処理実施計画 〇    

施設への搬入計画 〇    

用地の確保 〇    

事前調査 〇 〇 
事業者は必要に応じて追加

調査を行う。 

届出，許

認可申請

等 

発注者の責任で提出する

もの 
〇 ▲ 事業者は支援を行う。 

事業者の責任で提出する

もの 
▲ 〇 市は支援を行う。 

工事に関する市民対応（工事説明会等）  ▲  〇 市は支援を行う。 

設計業務 

プラント設備設計（改造工事を含む）   〇  

建築設計（改修工事を含む）   〇  

解体撤去設計   〇  

設計監理 〇 ▲   

その他   〇  

建設業務 

プラント設備工事（改造工事を含む）   〇  

建築工事（改修工事を含む）   〇  

解体撤去工事   〇  

工事監理 〇 ▲   

電気主任技術者の配置 〇    

その他   〇  

試運転等 

試運転 ▲  〇 ごみの搬入，処理物の運搬・

処分は本市が行う。 性能試験 ▲  〇 

運転指導   〇  

施設稼働

状況の確

認 

生活環境影響調査の事後調査   〇  

運営・維持管理事業者による業務終了

時性能試験 
▲ 建設事業者は支援を行う。 

 ※「〇」は主たる業務主体，「▲」は業務に係る承諾，承認，助言，支援等を示す。 

【運営業務，維持管理業務】 

業務区分 業務内容 
市 

事業者 備考 
直営 別途委託

共通 

一般廃棄物処理実施計画の作成 〇  ▲ 事業者は計画作成の支援を

行う。 長寿命化計画の作成 〇  ▲ 

有資格者

の配置 

廃棄物処理施設技術管理

者 
〇 ▲ 

管理者は市とするが事業者

は有資格者を配置する。 

電気主任技術者   〇  

その他   〇  

届出，許認

可申請等 

発注者の責任で提出する

もの 
〇 ▲ 事業者は支援を行う。 

事業者の責任で提出する

もの 
▲ 〇 市は支援を行う。 

 ※「〇」は主たる業務主体，「▲」は業務に係る承諾，承認，助言，支援等を示す。 
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業務区分 業務内容 
市 

事業者 備考 
直営 別途委託

共通 

防火管理・

防災管理，

保安管理 

防火・防災管理 ▲  〇 

事業者は市に連絡を行う。 
保安管理 ▲ 〇 

業務実施計画書の作成 ▲  〇 市は確認，助言を行う。 

運営・維持

管理業務

のモニタ

リング 

事業者のセルフモニタリ

ング 
▲  〇 

市はサンプリング等の立会

を行う。 

市のモニタリング 〇  ▲ 
事業者は必要なデータの提

供を行う。 

業務終了時性能試験 ▲  〇 市は確認を行う。 

市民対応
事業の運営に関するもの ▲  〇 市は支援を行う。 

その他 〇  ▲ 初期対応は事業者が行う。 

受入管理 

業務 

直接搬入者の受付計量・料金徴収（焼

却施設側計量棟） 
〇 

受付や料金徴収が必要なも

の。 

直接搬入者の電話受付  〇   

受付管理（収集車両の破砕選別施設側

計量機） 
〇  

案内・指示・車両誘導（焼却施設側含

む） 
〇  

搬入管理（工場棟，直接搬入車両受入

棟） 
〇  

その他基本的な受入管理   〇  

運転管理 

業務 

前処理作業（粗大ごみ）   〇  

適正運転・適正処理   〇  

搬出物の

保管及び

積込 

搬出物の保管   〇  

場外搬出物の積込（工場

棟） 
 〇 ▲ 

事業者は積込補助を行う。 

場外搬出物の引取日の調

整 
〇 

場内運搬物の積込   〇  

積込に要する重機等の用

意 
〇 

運搬 

直接搬入可燃ごみ及び可

燃残渣の場内運搬 
〇 

本施設から焼却施設に運搬

する。 

直接搬入物の場内運搬  〇 

工場棟他に運搬する（その

他プラ，資源（紙資源）除

く）。 

場外搬出物（資源物，不燃

残渣，場外適正処理物，排

水処理設備の汚泥）の場

外運搬 

 〇  
本施設から場外施設に運搬

する。 

備品・什器・物品・用役・重機等の調達・

管理 
〇 

太陽光発

電の売電 

売電業者の入札・契約 〇   発電した電力は最大限本施

設で使用（無償）し，余剰分

は売却する。 
売電の収入の帰属先 〇 

資源物の

売却 

資源化業者の入札・契約 〇    

資源物の収入の帰属先 〇 ▲ 
事業者にはインセンティブ

を与える。 

可燃残渣及び可燃ごみの処理 〇    

 ※「〇」は主たる業務主体，「▲」は業務に係る承諾，承認，助言，支援等を示す。 
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業務区分 業務内容 
市 

事業者 備考 
直営 別途委託

運転管理 

業務 

不燃残渣

の処分 

不燃残渣処分業者の入

札・契約 
〇    

不燃残渣の処分料金の支

払主体 
〇    

排水処理設備の汚泥の処理 〇    

場内適正処理物の処理  ▲ 〇 
市はフロン含有物のフロン

回収を行う。 

場外適正

処理物の

処理 

場外適正処理業者の入

札・契約 
〇 

場外適正処理の処理料金

の支払主体 
〇 

場外適正処理物の処理  〇   

処理後物（資源物）の保管   〇  

処理後物（資源物）の売却 〇    

処理後物（残渣）の保管   〇  

処理後物（残渣）の処理 〇    

その他基本的な運転管理   〇  

環境管理 

業務 

環境保全 

騒音調査・分析  〇  焼却施設の運営・維持管理

事業者が行う。 振動調査・分析  〇  

悪臭調査・分析  〇 〇 

運営・維持管理事業者（焼却

施設・本施設）がそれぞれ 1

回/年行う。 

下水道放流水調査・分析   〇  

その他必要なもの   〇  

環境保全違反の対応  〇 〇 
焼却施設の運営・維持管理

事業者と協力して行う。 

作業環境

保全 

アスベスト調査・分析   〇  

その他必要なもの   〇  

その他基本的な環境管理   〇  

啓発施設 

運営業務 

啓発施設の受付・案内   〇  

再利用製品のメンテナンス・引き渡し   〇  

イベント

の開催・運

営 

出張いきいきごみ展の開

催・運営 
〇 ▲ 

事業者は再生品の引渡しを

行う。 

出張いきいきごみ展以外

のイベントの開催・運営 
▲ 〇 

イベントの内容は市と協議

する。 

自転車修理工房の運営 ▲ 〇 
本市は防犯登録の届出を行

う。 

啓発設備の更新 ▲ 〇 
更新の内容は市と協議す

る。 

その他基本的な啓発施設の運営   〇  

見学者 

対応業務 

（焼却施

設含む） 

見学者対応

受付 ▲ 〇 
市は行政施設等の受付を行

う。 

案内・説明 ▲ 〇 
市は行政施設等の案内・説

明を行う。 

説明設備の更新 ▲ 〇 
更新の内容は市と協議す

る。 

その他基本的な施設見学者への案内・

対応 
〇 

 ※「〇」は主たる業務主体，「▲」は業務に係る承諾，承認，助言，支援等を示す。 
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業務区分 業務内容 
市 

事業者 備考 
直営 別途委託

その他 

関連業務 

清掃   〇 

焼却施設側は除く。 植栽管理   〇 

害虫等駆除   〇 

維持管理 

業務 

機能検査 
機能検査（１年に１回） ▲  〇 

市は確認，助言を行う。 

精密機能検査（３年に１回） ▲  〇 

点検補修 

法定点検 ▲  〇 

整備補修 ▲  〇 

大規模補修 ▲  〇 

延命化工事 〇  ▲ 
事業者は支援を行う。 

法令義務化工事 〇  ▲ 

施設保全 

工場棟，直接搬入車両受

入棟，外構（焼却施設側除

く），計量機（焼却施設側

除く）等 

〇 

焼却施設，管理棟，計量棟

（焼却施設側），外構（焼

却施設側） 

 〇  
焼却施設の運営・維持管理

事業者が行う。 

その他基本的な維持管理   〇  

情報管理

業務（運

営・維持

管理） 

図書類の管理 ▲  〇 

市は確認，助言を行う。 データの管理 ▲  〇 

情報の解析 ▲  〇 

その他基本的な情報管理   〇  

※「〇」は主たる業務主体，「▲」は業務に係る承諾，承認，助言，支援等を示す。 
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搬出入道路図
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１ 悪臭 

 基準値 

アンモニア 1 ppm 

メチルメルカプタン 0.002 ppm 

硫化水素 0.02 ppm 

硫化メチル 0.01 ppm 

二硫化メチル 0.009 ppm 

トリメチルアミン 0.005 ppm 

アセトアルデヒド 0.05 ppm 

プロピオンアルデヒド 0.05 ppm 

ノルマルブチルアルデヒド 0.009 ppm 

イソブチルアルデヒド 0.02 ppm 

ノルマルバレルアルデヒド 0.009 ppm 

イソバレルアルデヒド 0.003 ppm 

イソブタノール 0.9 ppm 

酢酸エチル 3 ppm 

メチルイソブチルケトン 1 ppm 

トルエン 10 ppm 

スチレン 0.4 ppm 

キシレン 1 ppm 

プロピオン酸 0.03 ppm 

ノルマル酪酸 0.001 ppm 

ノルマル吉草酸 0.0009 ppm 

イソ吉草酸 0.001 ppm 
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２ 排水 

下水道排除基準 

 基準値 

処
理
不
可
能
項
目

健
康
項
目

カドミウム及びその化合物 0.03mg/L 以下 

シアン化合物 0.3mg/L 以下 

有機燐化合物 0.3mg/L 以下 

鉛及びその化合物 0.1mg/L 以下 

六価クロム化合物 0.1mg/L 以下 

砒素及びその化合物 0.05mg/L 以下 

水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 0.005mg/L 以下 

アルキル水銀化合物 検出されないこと 

ポリ塩化ビフェニル 0.003mg/L 以下 

トリクロロエチレン 0.1mg/L 以下 

テトラクロロエチレン 0.1mg/L 以下 

ジクロロメタン 0.2mg/L 以下 

四塩化炭素 0.02mg/L 以下 

1,2-ジクロロエタン 0.04mg/L 以下 

1,1-ジクロロエチレン 1mg/L 以下 

シス-1,2-ジクロロエチレン 0.4mg/L 以下 

1,1,1-トリクロロエタン 3mg/L 以下 

1,1,2-トリクロロエタン 0.06mg/L 以下 

1,3-ジクロロプロペン 0.02mg/L 以下 

チラウム 0.06mg/L 以下 

シマジン 0.03mg/L 以下 

チオベンカルブ 0.2mg/L 以下 

ベンゼン 0.1mg/L 以下 

セレン及びその化合物 0.1mg/L 以下 

ほう素及びその化合物 230mg/L 以下 

ふっ素及びその化合物 15mg/L 以下 

1,4-ジオキサン 0.5mg/L 以下 

ダイオキシン類 10pg-TEQ/L 以下 

環

境

項

目

フェノール含有量 5mg/L 以下 

銅含有量 3mg/L 以下 

亜鉛含有量 2mg/L 以下 

溶解性鉄含有量 10mg/L 以下 

溶解性マンガン含有量 10mg/L 以下 

クロム含有量 2mg/L 以下 

環境保全基準値環境保全基準値
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  （つづき） 

 基準値 

処
理
可
能
項
目

水素イオン濃度（pH） 5.0 を超え 9.0 未満 

生物化学的酸素要求量（BOD） 
600mg/L 未満 

浮遊物質量（SS） 

ノルマルヘキサン抽出物

質含有量 

鉱油類含有量 5mg/L 以下 

動植物油脂類含有量 30mg/L 以下 

施設損傷

項目 

温度 45℃未満 

沃素消費量 220mg/L 以下 

公共用水域（海域） 

項目 許容限度 

有
害
項
目

カドミウム及びその化合物 0.03mg Cd/L 

シアン化合物※ 0.3 mg CN/L 

有機燐化合物（パラチオン，メチルパラチオン，メチルジメトン及び EPN に限る。）※ 0.3 mg/L 

鉛及びその化合物 0.1 mg Pb/L 

六価クロム化合物※ 0.1 mg Cr(VI)/L 

砒素及びその化合物※ 0.05 mg As/L 

水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 0.005 mg Hg/L 

アルキル水銀化合物 検出されないこと。

ポリ塩化ビフェニル 0.003mg/L 

トリクロロエチレン 0.1mg/L 

テトラクロロエチレン 0.1mg/L 

ジクロロメタン 0.2mg/L 

四塩化炭素 0.02mg/L 

1,2-ジクロロエタン 0.04mg/L 

1,1-ジクロロエチレン 1mg/L 

シス-1,2-ジクロロエチレン 0.4mg/L 

1,1,1-トリクロロエタン 3mg/L 

1,1,2-トリクロロエタン 0.06mg/L 

1,3-ジクロロプロペン 0.02mg/L 

チウラム 0.06mg/L 

シマジン 0.03mg/L 

チオベンカルブ 0.2mg/L 

ベンゼン 0.1mg/L 

セレン及びその化合物 0.1 mg Se/L 

ほう素及びその化合物（海域に排出されるもの） 230 mg B/L 

ふっ素及びその化合物（海域に排出されるもの） 15 mg F/L 

アンモニア，アンモニウム化合物，亜硝酸化合物及び硝酸化合物 100mg/L 

1,4-ジオキサン 0.5mg/L 

環境保全基準値環境保全基準値
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  （つづき） 

項目 許容限度 

そ
の
他
項
目

水素イオン濃度（pH）（海域に排出されるもの） 5.0 以上 9.0 以下 

生物化学的酸素要求量（BOD）※
40mg/L 

（日間平均 30mg/L）

化学的酸素要求量（COD）※
40mg/L 

（日間平均 30mg/L）

浮遊物質量（SS）※
50mg/L 

（日間平均 40mg/L）

ノルマルヘキサン抽出物質含有量（鉱油類含有量）※ 1mg/L 

ノルマルヘキサン抽出物質含有量（動植物油脂類含有量）※ 5mg/L 

フェノール類含有量※ 0.1mg/L 

銅含有量※ 0.5mg/L 

亜鉛含有量※ 1.5mg/L 

溶解性鉄含有量※ 2mg/L 

溶解性マンガン含有量※ 2mg/L 

クロム含有量※ 0.6mg/L 

大腸菌群数※ 日間平均 800 個/cm3

窒素含有量 
120mg/L 

（日間平均 60mg/L）

燐含有量 
16mg/L 

（日間平均 8mg/L）

   ※兵庫県条例（水質汚濁防止法第３条第３項の排水基準に関する条例）による「瀬戸内海水域に

おける有害物質以外のものに係る排水基準（その他の特定事業場，その他の業種又は施設，排

水量 100ｍ3未満のもの）」の値を示す。 

環境保全基準値環境保全基準値
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【工場棟】

缶・ペットボトル

びん

その他不燃ごみ

粗大ごみ

収集車両

ピット＋クレーン
受入ホッパ

＋供給コンベヤ
破除袋機

袋（可燃残渣）

スチール缶
磁選機

スチール缶

アルミ缶
選別機

アルミ缶

缶・ペットボトル手選別
【配置人員数】

２人（手選別）

ホッパ直投＋
受入ヤード

受入ホッパ
＋供給コンベヤ

びん手選別＋キャップ除去等
【配置人員数】
６人（手選別）

び
ん
（
白
色
）

び
ん
（
茶
色
）

び
ん
（
緑
色
）

び
ん
（
そ
の
他
）

び
ん
残
渣

（
カ
レ
ッ
ト
）

受入ヤード又は
ピット＋クレーン

受入ホッパ
＋供給コンベヤ

その他不燃手選別＋手解体(B)※２
【配置人員数】

４人（手選別）

場
外
適
正
処
理
物

（
注
１
）

場
内
適
正
処
理
物

（
注
２
）

小
型
家
電
（
中
・
高
品
位
）

そ
の
他
有
価
物
（
注
３
）

低速回転式破砕機

ダンピングボックス
前選別

＋手解体（B）※２

場内適正処理物（注４）

粗大ごみ
（小型家電（低品位）含む）

ピット＋クレーン 高速回転式破砕機 破砕物磁選機

鉄くず

粒度選別機
大径物

（可燃残渣）

破砕物
アルミ選別機

アルミ

小径物
（残渣）

中径物
（アルミ等）

可燃
残渣

スチール缶

圧縮成型機

アルミ缶

圧縮成型機

ペットボトル
圧縮成型機

スチール缶
圧縮成型品

アルミ缶

圧縮成型品

ペットボトル
圧縮成型品
※A

びん
（白色）

びん
（茶色）

びん
（緑色）

びん
（その他）

びん残渣
（カレット）

ペット
ボトル

びん貯留ヤード

鉄くず
バンカ

不燃残渣
バンカ

可燃残渣
バンカ

アルミくず
バンカ

適正処理物処理ヤード
【配置人員数】

１人（前処理及び運搬）

切断機 可燃残渣
畳、傘

手解体（C）
※３

ゴルフクラブ
鉛

場外適正
処理物
（スプリング

マット除く）

小型
家電

（中・高品位）

その他
有価物

【⑧】 【⑧】 【⑧】

資源化 最終処分 資源化 焼却施設

【⑧】

【⑧】

資源化 資源化

資源化

資源化 資源化 資源化 資源化
資源化

（残渣は市に返却）

可燃残渣パッカー

【①】

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

再生利用製品 啓発施設へ

計
量
機
（
破
砕
選
別
施
設
側
）

【③】

【④】

【⑤】

【⑥】

【直接搬入受入棟】

缶・ペットボトル

びん

その他不燃ごみ

粗大ごみ

直接搬入車両

可燃ごみ

フレコンバック

又はコンテナ

フレコンバック
又はコンテナ

フレコンバック

又はコンテナ

ヤード又は

コンベヤ

パッカー車又はコンテナ 焼却施設

粗大ごみ（小型家電（低品位）含む）

その他不燃ごみ処理ラインへ
【⑤へ】

びん処理ラインへ
【④へ】

缶・ペットボトル処理ラインへ
【③へ】

風力選別機

鉄くず異物
（可燃残渣）

可燃残渣
バンカへ

【①】

風力
選別機

可燃
残渣

スプレー缶
処理機

スプレー缶・
カセットボンベ 鉄くず

（スプレー缶）

缶・ペットボトル手選別
+手解体(A)※１
【配置人員数】

６人（手選別）

粒度選別機

異物
（可燃残渣）

可燃残渣
ヤード

異物の種類に応
じて各処理ライン

に移動
【②】

可燃残渣ヤード

もしくは
可燃残渣パッカー

異物

異物の種類に
応じて各処理ラ
インに移動
【②】

可燃残渣ヤード

もしくは
可燃残渣
パッカー

異物

異物の種類に応じて
各処理ラインに移動

【②】

可燃残渣ヤード
もしくは

可燃残渣パッカー

再生利用製品 啓発施設へ

その他有価物（注３）

破除袋機

袋（可燃残渣）

可燃残渣
パッカー

鉛以外

小型家電

（中・高品位）

その他プラ

資源（紙資源等）

ヤード 市に引き渡し

ヤード 市に引き渡し

計
量
棟
（焼
却
施
設
側
）

受入ホッパ
＋供給コンベヤ

手選別
【配置人員数】

１人（手選別）

手選別
【配置人員数】

１人（手選別）
＜a＞

（注A）異物、汚損ペットボトル、キャップ、ラベル

（注１）水銀含有電池、水銀含有体温計、蛍光灯、小型充電式電池等
（注２）傘、スプレー缶・カセットボンベ等
（注３）鉄製品、アルミ製品、ステンレス製品、銅製品、廃電線、真鍮、鉛、ポット、湯沸器等
（注４）ゴルフクラブ、畳、布団等

（注５）スプリングマット等
注１、５は市に引き渡しを行い市が場外で処理を行う品目を示す。
注２、４は事業者が場内で処理を行う品目を示す。

異物

スチール缶 異物アルミ缶

＜b＞ ＜c＞

＜b＞

異物

異物の種類に応じて
各処理ラインに移動

【②】
可燃残渣ヤード
もしくは

可燃残渣パッカー

（注A）

＜a＞

＜c＞

場外適正処理物
（注１、注５）

※１　手解体(A)は「ラベル、キャップ付ペットボトルからのラベル、キャップ除去」
　　　 「中身入ペットボトルからの中身除去」を行うことを示す。
※２　手解体（B)は「廃電線のはく離等」を行うことを示す。

※３　手解体（C)は「ゴルフクラブに含まれる鉛の分別」を行うことを示す。

布団
【⑧】

【②】

【②】

【②】

【⑦】

粗大ごみ処理ラインへ
【⑥へ】

場内適正処理物（注４）、小型家電（中・高品位）、
その他有価物（注３）、場外適正処理物（注１、注５）

適正処理物処理
ヤードへ
【⑦へ】

【⑧】

アルミくず
（スプレー缶）

【⑧】

【
配
置
人
員
数
】

６
人
（粗
大
ご
み
の
前
選
別
、
手
解
体
（
廃
電
線
の
は
く
離
等
）
及
び
運
搬

１
人
（び
ん
保
管
ヤ
ー
ド
か
ら
の
ホ
ッ
パ
投
入
）

１
人
（車
両
誘
導
）

【配置人員数】
６人（直接搬入受入及び運搬）

搬出物貯留ヤード
【配置人員数】

２人（運搬）

中央制御室・クレーン操作室
【配置人員数】
３人（中央制御）
（クレーン操作）

（電気主任技術者）

事務室
【配置人員数】

３人（現場総括責任者）
（副現場総括責任者※SPC業務責任者）

（事務員）

各機械室等
【配置人員数】

２人（点検・補修）

啓発施設
【配置人員数】

６人（自転車修理工房の運営）
（再生利用製品メンテナンス）
（啓発施設の受付・案内）
（イベントの運営）
（見学者対応）

その他人員配置

【配置人員数】
合計；５１人

【⑧】【⑧】【⑧】

処理後物
保管ヤード

場外適正処理物

小型家電（中・高品位）

その他有価物

鉛

鉄くず（スプレー缶）

アルミくず（スプレー缶）

布団

可燃残渣

場外搬出

資源化

資源化

資源化

資源化

資源化

焼却施設

焼却施設

【⑧】

場外適正
処理物
（スプリング

マット）

場外搬出

粗大ごみ

処理ラインへ
【⑥】

処理フロー 添付資料6
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外部仕上表

箇所 仕上

備考 爆風開放装置、トップライト

付帯工事

内部仕上表

階 室名 床 巾木 天井 廻り縁 備考

各ごみピット、地下通路、汚水処理ピッ
ト、びん受入ホッパピット

水密コンクリートこて押え - 床材表し

プラットホーム、適正処理物処理ヤー
ド、車路、直接搬入保管ヤード、びん受

入ヤード

コンクリートこて押え
耐摩耗塗料（はけ引き）

床材立上げＨ＝300 床材表し

設備機械室、汚水処理設備室
コンクリートこて押え
防塵塗装

床材立上げＨ＝100 床材表し

破砕機室
コンクリートこて押え
防塵塗装

床材立上げＨ＝300 コンクリート下地・グラスウール貼り 爆風開放装置

工作室、倉庫
コンクリートこて押え
防塵塗装

床材立上げＨ＝100 床材表し

自転車メンテナンス室
コンクリートこて押え
防塵塗装

床材立上げＨ＝100 ボード下地・化粧吸音板張り 塩ビ

プラットホーム監視室
コンクリートこて押え
防塵塗装

床材立上げＨ＝100 化粧石膏ボード貼り 塩ビ

玄関（運転員） ビニル床シート貼り ビニール巾木Ｈ＝60 化粧石膏ボード貼り 塩ビ

玄関（見学者） 磁器質タイル貼り 磁器質タイルH100 ボード下地・化粧吸音板張り 塩ビ

搬出物貯留ヤード、びん貯留ヤード、メ
ンテナンス通路、処理後物保管ヤード、

可燃残渣ヤード、積出場

コンクリートこて押え
耐摩耗塗料（はけ引き）

床材立上げＨ＝300 床材表し

トイレ ビニル床シート貼り（WC用） ビニール巾木Ｈ＝60 化粧石膏ボード貼り 塩ビ 配管バック（化粧ケイカル板）

見学ホール ビニル床シート貼り（柄付） ビニール巾木Ｈ＝60 ボード下地・化粧吸音板張り 塩ビ

各受入ホッパステージ
コンクリートこて押え
塗膜防水

床材立上げＨ＝300 床材表し

中央制御室、クレーン操作室、クレーン電
気室

OAフロアーH=50
タイルカーペット

ビニール巾木Ｈ＝60 ボード下地・化粧吸音板張り 塩ビ トップライト

電気室、ＯＡ室
OAフロアーH=50
タイルカーペット

ビニール巾木Ｈ＝60 化粧石膏ボード貼り 塩ビ

機械室、破袋機室、機械選別室、非常
用発電室

コンクリートこて押え
防塵塗装

床材立上げＨ＝300 グラスウール貼り

手選別室 ビニル床シート貼り ビニール巾木Ｈ＝60 ボード下地・化粧吸音板張り 塩ビ トップライト

倉庫・書庫 ビニル床シート貼り ビニール巾木Ｈ＝60 化粧石膏ボード貼り 塩ビ

事務室
OAフロアーH=50
タイルカーペット

ビニール巾木Ｈ＝60 ボード下地・化粧吸音板張り 塩ビ

トイレ ビニル床シート貼り（WC用） ビニール巾木Ｈ＝60 化粧石膏ボード貼り 塩ビ 配管バック（化粧ケイカル板）

更衣室 ビニル床シート貼り ビニール巾木Ｈ＝60 化粧石膏ボード貼り 塩ビ

休憩室 ビニル床シート貼り ビニール巾木Ｈ＝60 化粧石膏ボード貼り 塩ビ

シャワー室 ビニル床シート貼り ビニール巾木Ｈ＝60 ケイカル板下地・ＥＰ塗り 塩ビ シャワーブース、洗濯パン、配管バック（化粧ケイカル板）

見学者トイレ ビニル床シート貼り（WC用） ビニール巾木Ｈ＝60 化粧石膏ボード貼り 塩ビ 配管バック（化粧ケイカル板）

見学者通路
（階段含む）

ビニル床シート貼り（柄付） ビニール巾木Ｈ＝60 ボード下地・化粧吸音板張り 塩ビ

運転員通路
（階段含む）

ビニル床シート貼り ビニール巾木Ｈ＝60 化粧石膏ボード貼り 塩ビ

再生品展示ホール、再生品メンテナン
ス・保管室

ビニル床シート貼り（柄付） ビニール巾木Ｈ＝60 ボード下地・化粧吸音板張り 塩ビ

見学ホール ビニル床シート貼り（柄付） ビニール巾木Ｈ＝60 ボード下地・化粧吸音板張り 塩ビ

機械室
コンクリートこて押え
防塵塗装

床材立上げＨ＝300 グラスウール貼り

バケット置場、ステージ
コンクリートこて押え
塗膜防水

床材立上げＨ＝300 床材表し

- 直接搬入受入ヤード
コンクリートこて押え
（はけ引き）

床材立上げＨ＝300 床材表し

特記事項

3階
コンクリート打放し
上部ＡＬＣ表し

直天

コンクリート打放し
上部ＡＬＣ表し

直天

直天

ボード下地・クロス貼り（柄付） 3,000

ボード下地・クロス貼り 2,500

ボード下地・クロス貼り 2,700

2,500

ボード下地・クロス貼り 2,400

壁 天井高

ＡＬＣ表し
一部コンクリート打放し

直天

ボード下地・クロス貼り（柄付） 2,500

コンクリート下地・グラスウール貼り 直天

水密コンクリート打放し
上部ＡＬＣ表し

直天

ケイカル板下地・ＥＰ塗り 直天

ボード下地・クロス貼り 2,400

ＡＬＣ表し 直天

仕上

扉：スチール製SOP・ステンレス製
窓：アルミ製カラー
シヤッター：電動スチール製SOP

腰壁

外壁 ALC板の上複層塗材E

コンクリート打放し　複層塗材E 軒樋

樋・ドレイン カラー塩化ビニル製

耐酸被覆鋼板

屋根

箇所 仕上

フッ素樹脂ガルバリウム鋼板  折板葺き　断熱材裏貼り
一部シート防水

建具

箇所

ＡＬＣ表し 直天

ＡＬＣ下地・グラスウール貼り

ＡＬＣ下地・グラスウール貼り 直天

有孔ボード下地・EP塗り
グラスウール充填

2,700

ボード下地・クロス貼り 2,500

ボード下地・クロス貼り（柄付） 2,700

ボード下地・クロス貼り

ボード下地・クロス貼り（柄付） 2,500

ボード下地・クロス貼り 2,400

2階

ボード下地・クロス貼り 2,500

ＡＬＣ表し
一部コンクリート打放し

直天

ボード下地・クロス貼り 2,400

ボード下地・クロス貼り 2,500

ボード下地・クロス貼り（柄付） 2,400

1階

ボード下地・クロス貼り 2,500

ボード下地・クロス貼り 2,400

ボード下地・クロス貼り（柄付） 2,700

ボード下地・クロス貼り（柄付） 2,500

施設基本計画図（平面図、断面図、立面図、仕上表）
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1 

1.業務目的 

東部総合処理センター破砕選別施設の稼働に伴い、建設予定地及びその周辺の環境保全を図

るとともに、「東部総合処理センター破砕選別施設整備に伴う生活環境影響調査書」（以下「調

査書」という。）で実施した環境要素ごとに講じる環境保全措置の効果や予測・評価の不確実性

を補うため、事後調査を実施する。 

2.施設の概要 

（1）施設名称 

東部総合処理センター 

（2）所在地 

西宮市鳴尾浜 2丁目 1番 4 

用途地域：準工業地域 

（3）破砕選別施設（新設施設） 

施設規模：61t/5h（予定） 

処理物 ：不燃ごみ、粗大ごみ、ペットボトル、缶、ビン 

建設年度：令和 4年 12 月～令和 8年 3月（予定） 

（4）焼却施設（既存施設 平成 24年竣工） 

施設規模：280t/日（140t/日×2炉） 

処理方式：連続焼却式ストーカ炉 

付属施設：動物専焼炉（140kg/日） 

3.業務内容 

（1）調査項目 

調査項目については、「調査書」で予測評価の対象となった調査事項に対して実施する。 

事後調査項目を表 3.1 に示す。なお、調査項目のうち、施設騒音、施設振動及び悪臭につい

ては、隣接する東部総合処理センター焼却施設において定期的な調査を実施していることから、

その調査結果を参照するものとする。 
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表 3.1 事後調査項目 

調査 

事項 
調査項目 

施設供用後 

施設の稼働 
廃棄物運搬車両

等の走行 

大気質 粉じん 〇  

騒音 
施設騒音 〇  

道路交通騒音（交通量含む）  〇 

振動 
施設振動 〇  

道路交通振動  〇 

悪臭 特定悪臭物質及び臭気指数 〇  

（2）調査頻度 

表 3.1 で設定した事後調査項目について、表 3.2 に示す頻度で実施する。 

表 3.2 施設供用後の事後調査頻度 

測定項目 調査頻度 備考 

浮遊粉じん 1 回 1 週間/1 回（冬季）。 

施設騒音 1 回 焼却施設の調査結果を参照。 

道路交通騒音 1 回 

（平日・休日） 

LAeq 平日・休日の各 1回（秋季）。 

6：00～22：00 の連続測定。 

交通量調査 
1 回 

（平日・休日） 

平日・休日の各 1回（秋季）。 

6：00～22:00 の測定。 

小型車、大型車、自動二輪車及び廃棄物運搬車

両の分類とする（上り・下り）。 

施設振動 1 回/年 焼却施設の調査結果を参照。 

道路交通振動 1 回 

（平日・休日） 

L10 平日・休日の各 1回（秋季）。 

8:00～19：00 の毎正時からの 10 分間測定。 

悪臭 1 回 焼却施設の調査結果を参照。 
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（3）事後調査の地点 

事後調査地点を表 3.3 及び図 3.1①、②に示す。 

事後調査の調査地点については、「調査書」で現地調査及び予測評価を行った以下に示す地

点とする。 

表 3.3 事後調査地点一覧 

測定項目 調査地点 

粉じん 建設予定地敷地境界北西側 1地点。 

施設騒音 焼却施設で実施されている調査地点から協議により決定する。

道路交通騒音 沿道 1～沿道 5の計 5地点。 

交通量調査 沿道 1～沿道 5の計 5地点。 

施設振動 焼却施設で実施されている調査地点から協議により決定する。

道路交通振動 沿道 1～沿道 5の計 5地点。 

悪臭 焼却施設で実施されている調査地点から協議により決定する。

（4）調査報告書の作成 

調査結果について取りまとめ、環境基準等の環境保全目標との比較を行い評価するとともに、

「調査書」で設定された環境保全措置の効果や予測・評価の不確実性について検証を行う。 

添付資料9



4 

図 3.1① 事後調査地点（粉じん） 

図 3.1② 事後調査地点（道路交通騒音・振動）
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運営・維持管理事業者に
よるモニタリング
（セルフモニタリング）

市によるモニタリング
（日常モニタリング）
（定期モニタリング）
（随時モニタリング）

【要求水準未達の場合】
「モニタリングの結果、運営・維持管理
事業者による業務が契約図書を満たし
ていない」と市が判断した場合

「モニタリングの結果、運営・維持管理
事業者による業務が契約図書を満たし

ている」と市が判断した場合

是正勧告
（１回目）

随時モニタリングによる改善の確認

契約の解除等

委託料の支払い
（減額措置なし）

委託料の支払い
（減額措置なし）

随時モニタリングによる改善の確認

改善
なし

改善なし

（１回目の是正勧告から
60日間経過後も改善が認
められない場合）

報告

改善措置

報告

是正勧告
（２回目以降）

改善措置

「随時モニタリングの結果、予定期日ま
でに改善が確認できない」と市が判断し

た場合

≪減額措置の発生≫

「随時モニタリングの結果、予定期日ま
でに改善が確認されている」と市が判

断した場合

委託料の支払い
（減額措置あり）

【搬入不能の場合】
「モニタリングの結果、本施設への処理
対象物の搬入が困難な状況にある」と

市が判断した場合

≪減額措置の発生≫

減額措置が発生しない場合減額措置が発生する場合

随時モニタリングによる改善の確認

改善措置

報告

是正勧告
（１回目）

改善
なし

モニタリング及びペナルティに係るフロー
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機械設備 電気・計装設備 計量棟 計量システム 管理棟

※焼却施設事業者：東部総合処理センター焼却施設の運営・維持管理事業者

※本表は代表的な業務のみを示す。

維持管理業務

その他プラント設備
外構

該当なし
（ただし、計量
機は運営・維持
管理事業者）

運営・
維持管理
事業者

該当なし

害虫等
駆除

保安
管理

運営・
維持管理
事業者

運営・
維持管理
事業者

運営業務

本市

計量修正

運営・
維持管理
事業者

焼却施設
事業者

焼却施設
事業者

運営・
維持管理
事業者

運営・
維持管理
事業者

運営・
維持管理
事業者

焼却施設
事業者

焼却施設
事業者

焼却施設
事業者

本市

・焼却施設側の車両誘導は焼却施設プラット―ホーム内を除く。

電気

光熱水費

焼却施設
事業者

躯体

運営・
維持管理
事業者

備考

本
施
設

焼
却
施
設
（
管
理
棟
含
む
）

焼却施設
事業者

運営・
維持管理
事業者

運営・
維持管理
事業者

・焼却施設側の外構、管理棟、計量棟(有人) の維持管理は焼却施設事業者
が行う。
・東部総合処理センター焼却施設内の搬出入車両の案内・指示は、本施設の
運営・維持管理事業者の業務範囲とする。

水道

焼却施設
事業者

車両誘導
防火
・
防災

運営・
維持管理
事業者

運営・
維持管理
事業者

焼却施設
事業者

焼却施設
事業者

焼却施設
事業者

植栽
管理

焼却施設
事業者

運営・
維持管理
事業者

焼却施設
事業者

焼却施設との業務範囲分担表
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